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　14.適用上の注意
　14.1 薬剤投与時の注意
   ・内服しないこと。
   ・眼に入らないように注意し、万一眼に入った場合には、すぐ
　　　に水又はぬるま湯で洗い流すこと。

　18.薬効薬理
　18.1 作用機序
　　直腸内の水分を奪取することにより局所を刺激し、また、便の
　　軟化潤滑作用により排便を促すため、浣腸剤として用いられる。

　4.効能又は効果
　　浣腸液の調剤に用いる。
　　また、溶剤、軟膏基剤、湿潤・粘滑剤として調剤に用いる。

　6.用法及び用量
　　浣腸液の調剤に用いる。
　　また、溶剤、軟膏基剤、湿潤・粘滑剤として調剤に用いる。

　22.包装
　　25 mL（ガラス瓶）、500 mL（ガラス瓶）

　24.文献請求先及び問い合わせ先
　　健栄製薬株式会社　学術情報部
　　〒5 4 1－ 0 0 4 4　大阪市中央区伏見町2丁目5番8号
　　電話番号（0 6）6 2 3 1－ 5 8 2 2
　　FAX番号（0 6）6 2 0 4－ 0 7 5 0

　26.製造販売業者等
　26.1 製造販売元

大阪市中央区伏見町2丁目5番8号

　3.組成・性状
　3.1 組成

有効成分
1 mL中
日局　グリセリン　1 mL
（グリセリン（C₃H₈O₃）84.0～87.0％を含有する。）

　3.2 製剤の性状

性　　状 無色澄明の粘性の液で、吸湿性である。
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